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第9号様式

広報用実績のまとめ
令和 3 年度

団体名

新しい「地域創成の物語」発見の会 代表者 北林晴美　 記載者 小川 孝雄

所在地（市区町村名のみ）

岡山県浅口市

活動目的

ジャンルを超えて人がつながり社会を変えた岡山の物語を発見し、未来につなげることを目的とする

団体の紹介

2019年5月に結成。2020年11月、「石井十次その映像と福祉の関わり」を皮切りに、「尾上松之助と牧野省三」

「映画・福祉・美術・宗教のジャンルを超えた地域創成の物語・児島虎次郎」「新しい観光の可能性」などを目的とした公開

ヒアリング開催した。また、2020年11月、岡山市千日前出身の日本を代表する映画監督内田吐夢の無声映画「少年美談

清き心」と「内田吐夢岡山時代」の講演会を開催した。

2020年の活動を土台に今回の助成を受けての活動内容として、岡山、倉敷、玉島、高梁を回遊する学びのルート

を作成するための調査を、公開ミーティングという形式で取り組みました。

具体的には、第1回「門田屋敷かいわいの歴史とキリスト教があたえた影響」第2回「石井十次ゆかりの門田屋敷委かい

わいをめぐって・山陽女子高等学校制作のマップをてがかりに」第3回「牧野省三と尾上松之助の出会い・玉島と金光」

第4回「石井十次と児島虎次郎＆高梁市成羽美術館」「高梁の文化と福祉の向上に果たした新島襄と高梁教会の役割」

第5回「岡山博愛会アリス・ペテイーアダムスと金光教との関わり」を開催しました。

また、日本を代表する映画監督内田吐夢は、現在の岡山市表町３丁目に明治31年に生れています。

今回は、令和2年に開催した「内田吐夢岡山時代」に続き、ほとんど語られることのなかった「新生中国時代」「東映時代」に

スポットをあてての開催となりました。今回のマルセン財団の助成金は、内田吐夢監督が岡山出身であることを知らない方

が多いなかで、広く知っていただける機会となる特別企画の事業に充当させていただきます。そして、この1年間の活動の

成果を、ホームページを作成して広く発信していきます。

助成を受けての成果

５回の公開ヒアリングを行うことで、それぞれのスピーカーの方から①その土地の風土と歴史の背景②宗教的バックボーン

の違いを超えて、例えばキリスト教と金光教が社会福祉事業を通じて交流があったこと③石井十次の長女と児島虎次郎

の結婚。そして大原孫三郎が果たした役割④そういった人の出会が社会を変えていくことにつながっていくことを具体的

に物語として見つけていくことができたことは大きな成果でした。また、岡山出身であることがほとんど知られていない内田

吐夢監督の偉業を広く知っていただく特別企画を実施できることも、岡山で数少ない取り組みであり大きな成果と思います。

今後の活動の課題点

今後この成果を、ホームページを作成して、調査の成果を積み上げながら発信を開始していきます。また、回遊ルートの開

発とマップづくりに取り組んで行きますが、一番の課題は、県内外からツーリズムで訪れた方たちの立ち寄り先の確保とネット

ワークづくりです。図書館や映像ライブラリー、美術館や教会などに、粘り強く理解いただく努力を行いたいと思います。

問い合わせ連絡先もしくは、ホームページアドレス（加入希望の方などへのお知らせなど）

連絡先　souseinokai@gmail.com（阿部）　０９０－９４１０-９１４９（小川）


